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タチウオ科魚類の2矮小種,■ jθ力J“r“sb″ッおWang and You,

1992と Z′
“
ssgJJli Dutt and Thankam,1966の 有効性と再記載

Andilqbal Burhanuddin・ 岩槻幸雄・吉野哲夫 0木村清志

本論文 49(3):221-223

タチウオ科タチウオ属魚類の矮小種,ルJθ力J“r“s bκッお(模式

産地 :南 シナ海),r“ J“。r(南 シナ海)お よびrr"ss`′′J(イ ン

ド,ベンガル湾ウォルタイル海岸)の 3種について分類学的再検

討を行った.その結果,7b″ッおとr″ssθ′′Jの 2種は有効であ

り,7“ J″οrは rb“ッなの新参同物異名であると判断した.ま
た,7″ ssθ′′Jのホロタイプおよびパラタイプは共に紛失してい

るため,こ こでネオタイプを指定した.これら2有効種は7′9-
′
“
″sと類似するが,前者は上後頭骨の前縁が日長の後縁上に位置

することに ′η′
“
r“sでは上後頭骨の前縁が眼の後縁上より後ろ

に位置する),脊椎骨数が少ないこと(rb″νぉでは147-155,7

″ssθ′′Jでは149-153,7′η′
“
r“sでは168-173),背鰭基底長が長

いこと (τ b″ッおでは全長の87%,7″ ss`′′Jでは84%,7′η′夕″s

では76%),お よび尾鰭長が短いこと (rb″ッぉでは全長の6%,

r″ssθ′′Jでは8%,7′η′
"r"sで
は13%)こ とから容易に識別でき

る.さ らに,前者2種は,臀鰭始部が背鰭第32-35軟条下に位

置するのに対し,7 Jη′夕″sでは第3741軟条下に位置する。本

論文ではrb″ッぉとτ″ssグ′Jを “r″ssグ′′種群"と して定義し

た.ルjθ力J"r"sb″ッおはτ″
"ssα
′Jと比較して,前鯉蓋骨外面部の

前縁が外に向かって強く張り出すこと (後者では後縁部が張り

出す),吻が強く突出すること (中庸に突出する),吻が長いこ

と (頭長の35%vs.30%),前 鰍蓋骨長が長いこと (頭長の22%

vs。 19%),前背鰭長が長いこと (頭長の70%vs.63%),お よび

眼径が小さいこと (頭長の16%vs.18%)こ とによつて区別でき

る.

(Andi lqbal Burhanuddin〒 889-2192宮 崎市学園木花台西 1丁

目1番地 宮崎大学,鹿児島大学大学院連合農学研究科 ;岩
槻 :〒 889-2192宮 崎市学園木花台西 1丁 目1番地 宮崎大学
農学部生物環境科学科水産科学講座 ;吉野 :〒 903-0213ツ 中縄

県中頭郡西原町千原 1 琉球大学理学部海洋自然科学科 ;木

村 :〒 517-0703三重県志摩郡志摩町和具私書箱 H号 三重
大学生物資源学部附属水産実験所)

極端に早い成熟を示すハゼ亜目魚類

昆 健志 0吉野哲夫
本論文 49(3):224-228

魚類を含めた小型または幼形的な動物において,それらの小

型化や幼形化の進化的意義や重要性が多くの研究者によつて議

論されてきた.ス ズキロハゼ亜目魚類は世界中の幅広い環境に

適応・分散し,これらの中には幼形進化的な種も含まれている.

熱帯海域である琉球列島沿岸には,こ の幼形進化的なシラスウ

オ属■力j〃たrJα spp。 やシラスキバハゼルθ

“

rbJ“Sた滋
“
″Jが生息

することが知られている。今回,耳石日周輪を用いてこれらの

成熟個体の日齢を推定したところ,1年を通してシラスウオ属
の1種では23-60日 ,シ ラスキバハゼでは42-67日 であつた.従

って,これらは1年のうちに世代交代が何回も行われていること

が考えられた.特にシラスウオ属の成熟に要する時間は,魚類

のみならず脊椎動物全体の中でも極端に短いので, これらの種

分化に関して重要な意味を持つことが考えられた。また,同 じ

く幼形進化的なハゼ亜目魚類のシロウオLθ
“
εηsα″JO″ ρ̀

′

θrSJJや

0ガ″わrbj"S′J“αrおは,温帯から冷帯に分布して成熟までに

1年を要する.これらのことや他の幼形進化的な魚類の例など

から,早熟を伴う幼形進化は季節性の有無などに関連した環境

条件を前提として起こることが示唆された。

(〒 903-0213沖縄県中頭郡西原町千原 1番地 琉球大学理学
部海洋自然科学科)

韓国西岸の泰安から得られたカジカ科の1新種乃
“`θ
tts rapra_

武藤 文人・佳 允・矢部 術
本論文 49(3):229-233

韓国西岸の泰安(Tacan)の潮間帯で採集された12個体 (標準体

長 30。 7-45.6mm)基 づき,カ ジカ科フサカジカ属の新種乃Юεο″

′
“
S均力Sο
“
αSを記載し,新韓名 Koryo― Sil―Hoed―Dacを 与えた.

本種は体が側扁すること,頭部背面に2対の分枝した皮弁があ

り,それらの皮弁の基部は滑らかなこと,背鰭の各棘条の先端

に不分枝の皮弁がそれぞれ 1本あること,頭部側線系の眼下管
の第6分枝管の開孔が単一であること,後頭管の中央後方の分

枝管が長く伸び2-3個の開孔を備えること,鰍膜下の峡部に黒

色素胞が分布することなどの特徴により本属の既知種と明瞭に

識別される.

(武藤 :〒 105-0014東 京都港区芝3丁 目1番 14号  日本生命
赤羽橋ビル6階  トラフイックイーストアジアージャパン ;

桂 :〒 573-701大韓民国全羅北道群山市 群山大学校海洋科
学大学 ;矢部 :〒 041-86H函 館市港町3-1-1 北海道大学大

学院水産科学研究科多様性生物学講座)

西表島から採集されたシマイサキ科ヨコシマイサキ属魚類の1新

種シミズシマイサキ惚 ηrlisrgs liraッ′

吉野哲夫・吉郷英範・瀬能 宏
本論文 49(3):234-239

沖縄県西表島の河川から採集されたシマイサキ科ヨコシマイ

サキ属の1新種,シ ミズシマイサキ惚 ″″お熔 施ッJを 13個体に

基づいて記載した。本種は同所的に分布するニセシマイサキM
αrga“′θ

"s(Cuvier J“
Cuvier and Valenciennes,1829)に 酷似するが,

1)体側にみられる黒色縦帯は前種では終生存在する (後種では

成長に伴い消失する)こ と,2)眼を通る縦帯は眼後部で断続す

る (後種の幼魚では連続する)こ と,3)背鰭第5(最長)棘が短

い (14.← 19。 7%SL vs.18.0-22.2%SL)こ と,4)頭長に対する眼
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後長が長い (40.043.0%HL vs.37,840。 7%HL)こ と,5)虹彩が

赤色 (後種では橙色)な どで区別される.既往の報告ではニセシ

マイサキと混同されており,国外ではフイリピン,イ ンドネシ

アのボルネオやニューギニアにも分布する.

(吉野 :〒 903-0213沖縄県中頭郡西原町千原 1 琉球大学理

学部海洋自然科学科 ;吉郷 :〒 733-0013広 島県広島市西区横

川新町10-21 中外テクノス (株);瀬能 :〒 250-0031神 奈川

県小田原市入生田499 神奈川県立生命の星・地球博物館)

西太平洋から得られたトウゴロウイワシ科ヤクシマイワシ属の

1新種

木村清志 0岩槻幸雄 0吉野哲夫

本論文49(3):240-244

インドネシア (ア ンボン島,セーラム島,南スラウェシ)と フ

イリピン (タ ラ島,カ ラウイー島,パラワン島)で採集された52

個体 (標準体長44-72 mm)の標本に基づいて, トウゴロウイワ

シ科ヤクシマイワシ属の1新種И′ルrJ“ο
“
οrαs αθttO′υおを記載し

た.本種の外観は同属他種とよく類似するが,第 2背鰭前方に

ある背中線上の大部分の鱗の後縁に,後方に長く延びたへら状

部が発達することによって容易に区別できる.ま た,本種は体
がやや細いこと,歯骨後端に突起をもつこと,体側縦帯の幅が

狭いこと(幅は臀鰭始部の位置で体側中線上の鱗の幅の6卜80%)

などで, 特にネッタイイソイワシИ.励θルεJ“αJお (QuOy and

Gaimard)や И.rggJ“α(Seale)と 似る。しかし,本種は上記の鱗の

特徴のほか,ネ ッタイイソイワシとは体がより細長いこと [体高

は標準体長の17-22(平均 19)%;後者では1945(平均22)%],

縦列鱗数が多いこと [3740(平均 38。 4);35-38(36.6)],総 脊

椎骨数が多いこと [38-42平均 (39。 9);36-40(平均38.0)],下 枝

鰍組数が少ないこと[1842(20。 2);20-25(22.3)]に よって,ま た

И.ragJ“αとは臀鰭軟条数が多いこと(12-14;9-10)に よって,そ
れぞれ区別できる。なお,本種はИ。9′ J″″た

"s(Valenciennes)と
誤同定されることもあったが,こ れは誤つてИ励

`″

J“αり′J“グrJεα

恥LlenCiennesの シンタイプとされていた標本 (MNHN A。 4405)が

本新種と同種であることに起因する.しかし,И
`ル
rJ″αり′Jκ―

″Jθαは単一標本 (MNHN A.4408)に基づいて記載された種で,

現在はИ励
`″

J“ο
“
ο″sッαなJθ″Sお (Quoy and Gaimard)の 新参異名

と考えられており,本新種とは明瞭に異なっている.

(木村 :〒 517-0703三 重県志摩郡志摩町和具私書箱 H号 三
重大学水産実験所 ;岩槻 :〒 889-2192宮 崎県宮崎市学園木花

台西 1丁 目1番地 宮崎大学農学部生物環境科学科 ;吉野 :

〒90卜0213沖 縄県中頭郡西原町千原 1 琉球大学理学部海洋
自然科学科)

カワムツA型幼
``θ
 sp.と BttZ`′″″limcAliiの卵り仔稚魚の形態

形成

佐土哲也・木村清志

本論文 49(3):245-252

カワムッA型豹θεθ sp。とB ttZた
““
J“ a″Jの卵および仔稚魚

の形態形成を飼育個体と天然個体を用いて記載した.卵はカワ
ムッA型が直径 1.60-1.75 mm(平 均 1.67 mm),B型 が直径 1.92-

2.20 mm(平 均2.02 mm)の 球形の沈性卵であった.孵化時間は
カワムッA型が水温 24.0-27.6° Cで 47-60時 間,B型が水温

24.5-27.8° Cで 40-53時間であつた.孵化直後の仔魚はカワムツ

A型が体長3.5-4.8mm(平 均4.lmm),B型 が体長 4。 9-5。3mm
(平均 5。 lmm)で あった.カ ワムッA型は体長6.6mmで,B型 は

体長8.3mmで卵黄を完全に吸収した。脊索末端の屈曲はカワム

ツA型が体長6.3mmで 開始し,体長6.6mmで完了,B型が体
長7.8mmで開始し,体長 8。3mmで完了した.すべての鰭条数
はカワムッA型が体長 13 mm,B型が体長17 mmで 定数に達し

た.仔稚魚の筋節数はカワムッA型が2347+14-17=40-41,B

型が24-27+14-17=41-42で あつた.両種の仔稚魚は形態的に

非常に類似したが,次のような差異が認められた.各発育段階
の体長が異なるほか,脂鰭状膜鰭はカワムッA型では尾鰭と分

離せず体長 9。5mmで消失するのに対し,カ ワムッB型では尾鰭
と分離した後体長18 mmで 消失した.臀鰭分枝軟条数はカワム

ツA型では体長8.4mm以上で9であったのに対し,B型では体
長 H mm以上で10であった.背鰭始部より前方の傾1中線上の黒

色素胞列はカワムツA型では体長 8。 4 rrllnで 水平隔壁に埋没し始

め,体長 14 mmで消失するのに対し, カワムッB型では体長
20 mmの 個体でも存在した。また,カ ワムッA型では体背側面

に黒色素胞が分布しない部分が体長21 mmま での個体で存在す

るのに対し,B型では体長12-20 mmの範囲で体背倶1面はほぼ一

様に黒色素胞でおおわれた.

(〒 517-0703三 重県志摩郡志摩町和具私書箱 H号 三重大学
水産実験所)

カワスズメ科Trematocarini族魚類の系統分類学的検討

高橋鉄美

本論文49(3):253つ59

タンガニイカ湖に固有な族であるTrematoca五ni Poll,1986に含

まれる2属 ルJa′κ
“
α′οεαtt Poll,1986お よび恥

“
α′οεα
“
Bouleng―

et 1899を 系統分類学的に再検討した.両属および近縁属との

類縁関係を形態形質をもとに分岐分類学的に解析した結果 ,

2笏αわθα″の特徴とされてきた小さな口と,前上顎骨の前縁に

歯が生えない状態は共に原始形質で,本属を支持する形質とし
て不適であることが判明した.ま たレι

“
α′οθαrα は■′ο′″

`_

“
αゎεαηを含むことで単系統群を形成することが明らかとなっ

た。このことから■わrra“α′οθα認をル
"鶴
′οεα″のシノニムとし,

後者を本族内における唯一の属として認めることが妥当である

と判断した.

(〒 52卜0001滋賀県草津市下物町 1091 滋賀県立琵琶湖博物

館)

メパル3色彩型における形態形質の比較

甲斐嘉晃・中坊徹次

本論文 49(3):260-266

生鮮時の体色により区別できたメバルルbαstt J″θ″
“
おの3色

彩型について,様々な形態形質の違いを明らかにした.体色が

赤色のものをA型 ,黒色のものをB型,こ げ茶色のものをc型

とした。地理的変異の検出を避けるため,研究材料として3型

が同所的に生息する石川県能登周辺で採集された標本を主に用

いた.各色彩型それぞれ約20個体の26計測,6計数形質の測定
を行つた。測定結果を3型間で比較したところ,15の計測形質,

5つの計数形質で有意な違いが見られた.計浪1形質を用いて主
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成分分析,お よび正準判別分析を行った結果,前者ではC型の

個体が他の2型 とは異なる場所にプロットされ,後者では3型は

明瞭に別々の場所にプロットされた。計数形質では,胸鰭軟条

数においてA,B,C型のそれぞれのモードが 15本 ,16本 ,17本

であり,一方,臀鰭軟条数においてはB,C型 のモードがそれぞ

れ7本,8本で,A型 においては7本 と8本の個体がほぼ同じ割
合で見られた.こ のように,同所的に生虐、する3色彩型間に多

くの形態形質の違いが見られたことから,色彩型3型間には生

殖的な隔離がある可能性が示唆された.

(甲斐 :〒 606-8502京都市左京区北白川追分町 京都大学大
学院農学研究科応用生物科学専攻 ;中坊 :〒 606-8501京 都市

左京区吉田本町 京都大学総合博物館 )

西部北太平洋黒潮・親潮移行域で採集されたギスPrgrattrliss“ s

gおs“葉形仔魚と変態に関するコメント

塚本洋一

本論文 49(3):267-269

1995年 5月 に黒潮 。親潮移行域で中層オッタートロールによ

り採集されたギスPたЮ′力rぉsッsgおs夕 (ソ トイワシ科)の葉形仔魚

幼生45個体 (標準体長 H7.2-194.5mm)の 形態について観察し

た.変態前の本種葉形仔魚は,尾鰭以外の鰭が未発達なこと,

体は透明で黒色素胞が眼の下および消化管背面のみに出現して

いることで特徴づけられた.ま た既往の報告では本種の最大伸

張体長は変態期のシリーズ標本から130 mmと 考えられていた

が,本研究より180 mmを越えることが明らかとなつた.

(〒 739-0452広 島県佐伯郡大野町丸石2-17-5 瀬戸内海区水

産研究所)

タンガニイカ湖に生息する雄親が国内保育するギギ科魚類

越智晴基・ Andrew Rossiter O柳 沢康信

本論文 49(3):27卜 273

アフリカのタンガニイカ湖で雄親が口内保育するギギ科魚類

を発見した.L″力Jο bttr"s α9夕 J′
“
sと 二.ッεルr夕sは ともに夜行性

で, 日中は単独あるいはペアで岩の下に隠れている。採集した

L.α 9夕
jルs39個体,二.ッεルr夕s52個体のうち,それぞれ8イ固体と

1個体の単独雄が卵を口内保育していた。一方,ペアの雌雄や

単独雌で保育している例はまったくなかった。両種ともペア雌

は単独雌と比べてはるかに高い生殖腺指数を示し,卵巣内には

成熟した卵をもっていた.こ れらの事実は,ペア形成が卵巣成

熟の直前に起こり,産卵後ペアが解消されることを示唆してい

る。本研究およびこれまでに報告されているギギ科の保護様式

の情報から, この科における保護様式の進化過程を予備的に考

察した。

(越智・柳沢 :〒 790-8577松 山市文京町2番 5 愛媛大学理学
部生物地球圏科学科,Rossiter:〒 525-0001草 津市下物町

1091 滋賀県立琵琶湖博物館)

西部太平洋から得られたハゼ科の1新種/sたrrap=彎x αrrJPぉヤ

ノウキホシハゼ(新称 )

本論文 49(3):27牛 280

琉球列島の西表島およびフイリピンのパラワン島から得られ

た計 8イ固体の標本をもとに,ハゼ科の1新種Иsたrψたッ
“
′r″θS

ヤノウキホシハゼ (新称)を記載した。本種は以下の形質の組み

合わせにより同属他種と区別できる.第 1背鰭の第3棘条は雌

雄ともに糸状に長く伸長し,倒すとその先端はふつう第2背鰭

基底後端をこえる ;左右の腹鰭はほぼ完全に分離しており,膜

蓋がなく,その最内側軟条 (=第 5軟条)も痕跡的な癒合膜でつ

ながるのみ ;前鯉蓋後縁には4-7本の短い棘がある (その最上方

のものはふつう頭部感覚管の開孔Nの直後に位置する);眼は大

きく,眼径は頭長の32.3-35。 8%;前部の2イ固の尾椎は,極端に拡

張した血管弓門をもつ ;体側には,眼から尾鰭基部付近にかけ

て,1本の暗色縦帯がある (体色暗化時は不明瞭);腹鰭が黒い

(体色暗化時はとくに鮮明);生時あるいは生鮮時,頭や体側 ,

不対鰭 (第 1背鰭を除く)には多数の輝青色点がある ;頭や体に

は顕著な暗色点がない ;生時あるいは生鮮時,虹彩は全体的に

暗赤茶色で (体色淡化時は下半部が銀白色に反射する),その背

面には白色部がなく,固定後は一様な黒色となる ;ふだんは小

群にまとまり,海底から少し離れてホバリングしている。本種
はやはリホバリング習性をもつ同属のИ.s″ Jα″に類似するが,

後者の第 1背鰭には糸状に長く伸長する棘条がなく,腹鰭がほ

ぼ透明であり,項部や体背縁付近にそって列をなす暗色点があ

るため容易に識別できる。なお,現在認められているホシハゼ

属には形態的に明瞭に識別できる2種群が含まれており,それ

は,属の定義が不十分であることとあいまって,その単系統性

に疑間を抱かせる。

(渋川 :〒 169-0073東 京都新宿区百人町3-23-1 国立科学博

物館 ;鈴木 :〒 661-0002尼崎市塚口町5-40-1 兵庫県立尼

崎北高等学校)

タイ南部沖のアンダマン海から得られたホタルジャコ科ホタル

ジャコ属の1新種ヮ/“ηθ″α αrga“ rlis砲

“

α

岡本 誠・井田 齊
本論文 49(3):281つ 85

ホタルジャコ属の 1新種И
"叩
θ
“
α αrga″′Js増

“
αをタイ南部 ,

プーケット島沖のアンダマン海から得られた6イ固体 (標準体長

59。卜107.5mm)の 標本に基づき記載した。本種は発光腺 (lumi_

nous gland)が肛門を囲んで短いU字型をなし,その湾曲部前端

は腹鰭基底まで,後端は腹鰭の鰭条後端とほぼ同じ長さである

ことや,肛門は折りたたんだ腹鰭のほぼ中央に位置しているこ

と,臀鰭の第 1近担鰭骨が中央から基部にかけて谷状となるこ

と,棘状鯉紀数は上枝5巧,下枝 H-13,計 1← 18であること,

下顎には発達した円錐歯が一列に並ぶこと,お よび頭長が

40.0-41.1%SLで あることなどの特徴を有し,以上のような形質

の組み合わせによって同属の他種から区別できる。

(〒 022-0101岩手県大船渡市三陸町越喜来字鳥頭 160-4 北

里大学水産学部環境生態学講座)

ニシキハゼの穴掘りを伴う採餌行動

渋川浩―・鈴木寿之

崖 昇鏑・具島健二
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本論文 49(3):286-290

1999年 8月 からH月 に瀬戸内海,倉橋島,本村湾の砂泥底
に生′自、するニシキハゼPた2"わ Jγs νJ響 の採餌行動について潜水

観察した。ニシキハゼは胸鰭を使って基質に穴を堀り,基質中
の多毛類や端脚類を主に採餌した,こ の掘る行動には,海底直

上で胸鰭を振り,穴 を掘って砂泥中の餌を探して採餌する行動

と,胸鰭と体を振つて穴を掘りながら,その中に入って砂泥を

外に排出し,砂泥の中から露出した餌を採餌する行動とが認め

られた.採餌行動は一日中,同 じ穴の中で繰り返された.ハゼ

類の多くはベントス食であるが,基質を掘って摂餌する行動は
ハゼ類では初めての報告であると思われる。

(〒 739-8528東広島市鏡山一丁目4-4 広島大学生物生産学

部 水産資源学研究室)

ツマグロカジカにおける細胞外の浸透圧変化に依存した精子の

運動開始

早川洋-0宗原弘幸
短報 49(3):291-293

海産カジカ上科魚類のツマグロカジカQ欄
“
οεα
“
′力
"s力 `rzθ
ル

s′

`J“

Jの精子の運動開始および運動活性を調べた。本種の精子は

精漿中およびそれと同等の浸透圧条件下では運動せず,NaCl溶

液中では500 mOsm kg~1以 上,KCl溶液中およびマンニトール溶

液中では400 mOsm kg~1以 上の浸透圧でそれぞれ運動した.こ

れらの結果は,本種の精子の運動開始が環境水の浸透圧変化に

よって引き起こされることを示しており, これまで知られる海

産カジカ上科魚類の精子の全てが精漿中で運動を開始するのと

は異なっていた.本研究の結果から,海産カジカ類の精子の運

動開始の機構には複数パターンが存在することが示され,こ の

ことは卵生でありながら交尾種と非交尾種が存在する同上科魚

類の繁殖様式の多様性を反映すると考えられた。

(早川 :〒 153-8902東京都目黒区駒場3-8-3 東京大学総合

文化研究科生命環境系,現住所 :〒 305-8056つ くば市小野川
16-2 独立行政法人国立環境研究所 環境ホルモン棟 ;宗原 :

〒041-1613北海道茅部郡南茅部町字臼尻 152 Jヒ海道大学北

方生物圏フイールド科学センター臼尻水産実験所)

磁
“
渤
"s“
滅開lic力′″s Richardson,1846の 見つかつたパラレク

トタイプ2個体の記載

柳下直己・中坊徹次

免豆幸風  49(3):294-295

Yagishita and Nakabo(2000)は Crcκ Jグθκs“ι滋
“
Jθ力ゎノs Richard…

son,1846の 7イ固体のシンタイプをレクトタイプ・パラレクトタイ

プに指定する際に,RMNH 1224と 1225の 2イ団体が紛失されたと

されていたため,こ れらを記載しなかった。しかし最近,それ

らのパラレクトタイプの存在が確認されたので, レクトタイプ

と同種であることを示し,こ こに記載した.

(〒 606-8501京 都市左京区吉田本町 京都大学総合博物館 )

南西太平洋で採集されたギンザメ科の2新種

Donlinique A.Didier

本論文 49(4):299-306

ギンザメ科の2新種働 J“αι認′lg“α″Jαおよび助励ヴ鋸需 bι
“
おJ

を形態形質に基づいて記載した.比較的大型になるC.′
`g“

αrJα

(ニュージーランド周辺およびタスマン海に分布)は ,頭部が肥

大し,体表皮が固く剥がれにくいこと,体色が紫色がかること

(尾鰭先端肉質部は自色),前鯉蓋側線管と口部側線管が共通の

佃l線管から分かれること,交尾器の先端3分の1が二叉すること

などで同属の他種と区別できる。助励グag"S bθ
“
おJ(ニュージ

ーランド周辺に分布)は以下の形質によって特徴づけられる.

すなわち,背鰭棘はその先端が第2背鰭起部に達すること,第 2

背鰭の上縁は湾入しないこと,前鰍蓋側線管と口部側線管が共

通の側線管から分かれること,尾鰭は長く肉太であること,体
は銀灰色で腹側に向かって白っぼくなることである.後者は以

前からニュージーランド海域における未記載種と見なされてお

り,今回の正規の分類学的処置は資源管理に役立つであろう.

(The Academy of Natural Sciences,1900,Bcttamin Franklin Park¨

way9 Philadelphia,PA 194103-1195,USA)

背鰭に7棘条を有するツバメコノシロ科乃夕″"“
S属魚類の分類

学的再検討およびP′α
“
ぁι
“
sのネオタイプ指定

本村浩之 O sven O.Kullander・ 吉野哲夫 0岩槻幸雄

本論文 49(4):307-317

ツバメコノシロ科魚類の多くは第 1背鰭が8棘であることが知

られている。本研究では7棘を有する本科魚類の分類学的再検

討を行った.こ れまで第 1背鰭に7棘 を有する本科魚類は

あレκι
“
ZS α
"″
ZS Hamilton,1822,P ttο

“
ααηJ Myers,1936,P

あ″g′′liS Cuvier Jκ  Cuvier and Valenciennes,1829,P′ α″グJs`zs

Linnacus,1758,Prお
"α
 Halmilton,1822,お よてバP κpοs“ J Halrlilton,

1822の 6名義種が報告されており,すべて乃レκ
`““
S属に含まれ

る.これら6名義種全ての原記載および現存するタイプ標本を

調査した結果,P力θ″κ翻のJと P′α勧角θ
“
sが有効名であり,残

りの4名義種は全て後者の新参異名であることが明らかとなっ

た.カ リマンタン島マレーシアのサラワク州西部の淡水域にの

み生虐、するP力ο
“
翻ηJは ,イ ンドからタイの淡水・汽水 0沿岸

域に生虐、するP′α″赤
`"sと
比較して,両眼間隔後方が著しく

隆起すること (vs.後者ではほぼ直線),臀鰭軟条数と鰍把数が

少ないこと (それぞれ最頻値 Hと 26 vs.12と 32あ るいは33),

胸鰭軟条数,倶1線上方/下方横列鱗数,お よび側線有孔鱗数が

多いこと (それぞれ18,H/18,お よび94 vs.17,7/H,お よび70),

第5胸鰭遊離軟条が最長であること (vs。 第6),第 4胸鰭遊離軟

条の後端が尾鰭の中央後縁をはるかに越えること (vs.越えな

い),胸鰭後端が臀鰭基底中央に達すること (vs.達 しない),主

上顎骨後縁が高いこと (標準体長の平均5%vs.4%),お よび鰈

が発達すること (vs.欠如)な どから容易に識別される.本研究
では有効種P Йοrκttη Jと P′α勧角θαsを詳細に記載し,後者の

ネオタイプを指定した.

(本村 :〒 169-0073東 京都新宿区百人町3-23-1 国立科学博

物館 動物研究部動物第2研究室 ;Kullander Department of
Vertebrate Zoology9 Swedish Museum of Natural History9 P O.Box

50007,SE-104 05 Stockholm,Sweden;吉 野 :〒 903-0213沖 縄

県中頭郡西原町千原 1 琉球大学理学部海洋自然科学科 ;岩
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槻 :〒 889-2192 宮崎市学園木花台西 1丁 目1番地 宮崎大学
農学部生物環境科学科水産科学講座)

長崎県の本明川から見出されたカジカ中卵型の河川性個体群

後藤 晃・横山良太 0山田美穂
本論文 49(4):318-323

長崎県の諫早湾に注ぐ本明川の上流域において,カ ジカ種群

(Gθ′ルS ρο′′笏 species group)に 属する個体群の生虐、が確認され

た.形態学的調査およびアロザイム解析の結果,こ れらの個体
はカジカ中卵型であると同定された.すなわち,形態的には本

個体群は尾柄高が高く,体後半部における断面形状が丸形を呈

することによって,大卵型と小卵型から区別された。また, ア
ロザイム解析では,ル″P*座 に固有の対立遺伝子 5イ *を有する

ことで他の2型 と識別された。本個体群の産卵期は2月 初めか

ら3月 初旬と推定され,その産卵場は生虐、場所と同じ上流域で

あることが観察された.産出卵の直径は2.8-3.2mmと 大型で,
孵化仔魚の全長は約8mmであつた。また,産卵場周辺でのみ,
体長18.8-30.2mmの稚魚の生虐、が確認されたことから,本個体

群は,従来中卵型で報告された両側回遊性生活史ではなく,河

川性の生活史を有することが明らかになった.卵および仔魚サ

イズが両側回遊性個体群と比較して大型であることから,本明

川に生息する中卵型の河川性個体群は両倶1回遊性の祖先個体群

から卵サイズと初期発育史を変化させて派生したと考えられる。

(〒 041-8611函館市港町3-1-1 北海道大学大学院水産科学

研究科育種生物学講座)

ミトコンドリアcyt b遺伝子領域の部分塩基配列から推定された

ウキゴリ属4種の系統類縁関係

原田慈雄 0田 祥麟・木下 泉・田中 克・西田 睦
本論文 49(4):324-332

単系統性が示唆されているハゼ科ウキゴリ属の4種 (ウキゴリ

Q″拗Opbjα S“Ю″θ″Jα,ス ミウキゴリのノ
“
″ρgοbjαs sp.1,シ マウ

キゴリo用 nOgobj“ s sp.2,イ サザG Jsα zα )の種内および種間に

おける遺伝的類縁関係を, ミトコンドリアDNAの cyt b遺伝子

領域の塩基配列データを用いて推定した。日本および韓国から

採集したこれら4種の計31個体と外群2種 (エ ドハゼG“αεrag―

″α′力οsと チクゼンハゼG″εヵJぁJ)の各 1イ固体について639塩基を

決定し,比較を行った.内群において計 122サ イト(19。 1%)に

変異が認められた。形態的に同種と認識された個体は,分子系

統解析においても全て単系統群となった.ウ キゴリ,ス ミウキ

ゴリおよびシマウキゴリのいずれの種においても, 日本産と韓

国産の間の種内変異は種間変異に比べて小さく(0。 16-1.25%),

大きな遺伝的な分化は生じていないと考えられた.最 も大きい

種内変異はウキゴリの琵琶湖集団とそれ以外の集団との間に認

められた(1.25-2.19%).種 間変異は4.07-13.46%で ,近隣結合

法,最節約法および最尤法により推定された遺伝的類縁関係は

ほぼ完全に一致した。まずシマウキゴリが,次いでイサザが分

岐し,次いでウキゴリとスミウキゴリの共通祖先が分岐した.
ミトコンドリアDNAの タンパク質遺伝子領域において得られた

既存の推定分子進化速度 (0.8-2.8%/my)に 基づいて,各種の分

岐年代を推定した。その結果,こ れらの種分化は主として鮮新

世 (あるいは中新世)に生じ,琵琶湖固有種であるイサザは,こ

れまでの既往の報告よりも古い時代 (おそらく甲賀湖時代)に分

岐したと推測された。一方,イ サザが堅田湖もしくは琵琶湖時

代に種分化したとする既往の仮説に従うと,cyt b遺 伝子領域の

進化速度は約12-20%/myと 極めて速いことになる.

(原田 :〒 640-8585和歌山県和歌山市小松原通 1-1 和歌山

県農林水産部水産課 ;田 :〒 HO-743 Seoul市鐘路区弘智洞 7

祥明大学校自然科学大学生物学科 ;木下 :〒 781-H64高知県

土佐市宇佐町井尻 194 高知大学海洋生物教育研究センター ;

田中 :〒 606-8502京 都府京都市左京区北白川追分町 京都大
学農学部応用生物科学専攻海洋生物増殖学研究室 ;西 田 :東

京都中野区南台 1-15-1東 京大学海洋研究所海洋分子生物学部

F])

琵琶湖に生息する止水性ヨシノボリー同所的に生息するトウヨ

シノボリ橙色型との形態的・遺伝的比較―

高橋さち子・岡崎登志夫

本論文 49(4):333-339

ヨシノボリ類には両佃1回遊魚を祖先として分化した相互に形

態の酷似した複数の種が含まれ,その生活史パタンには両佃1回

遊性,湖沼性,河川性の3型があると認識されてきた.琵琶湖
内には,湖沼性のヨシノボリが2型生虐、し, ひとつは河川湖沼

回遊を行なうトウヨシノボリ橙色型R力 J″磐οbj夕s spo ORであり,

その一部の個体は湖の沿岸部においても周年にわたって観察さ

れ湖内で産卵するものもある。もうひとつは,河川を遡上せず

止水域に限つて見られる小型のヨシノボリである.こ の止水性

のヨシノボリとトウヨシノボリ橙色型の間では形態的 。遺伝的

に大きな相違が見られる。止水性ヨシノボリには,同所的に生

虐、するトウヨシノボリ橙色型に比べて,小 さい体長,短吻,細
い尾柄,前後に細長い腹鰭と未発達な膜蓋,背鰭前方が無鱗で

腹部の無鱗域も広いこと,不完全な感覚管,雄成魚の低い第一

背鰭などの顕著な形態的特徴があり,識別は容易である。アロ

ザイム分析の結果によると, トウヨシノボリ橙色型の河川回遊

個体と沿岸部に残る個体との間に遺伝的な有意差は見出せなか

ったが, トウヨシノボリ橙色型と止水性ヨシノボリの間では,

検討した24遺伝子座のうち2つ に対立遺伝子の置換が生じてお

り生殖的に隔離されていることが確認され,両者は明らかに別

種とみなされた.こ の琵琶湖の止水性ヨシノボリを,あ らたに

確認されたヨシノボリの一種としてR力 J″昭οbJ"s sp.BWと 呼ぶこ

とを提案する。また,「湖沼性」の生活史パタンを,流入河川に

遡上する「河り||,胡沼回遊性」と一生を止水で過ごす「止水性」の

2つのカテゴリーに区別することを提案する。

(高橋 :606-8431京都市左京区鹿ケ谷下宮ノ前町 13-1;岡

崎 :519-0423三 重県度会郡玉城町昼田224-1 水産庁養殖研

究所)

マラウイ湖産カワスズメ科魚類共存2種 a"ηλαry鷹 ′lic″sと
θ物

"α

rytt Sp.“ heterodon nankhumba"の 体形に関するランド

マークを用いた形態計測学的分析

Daud D.Kassam O佐藤 哲 。山岡耕作
本論文 49(4):34卜 345

マラウイ湖に固有であり共存する底生雑食者のカワスズメ

科 魚 類 2種 Oθ″η力αν″χ ρJ`′夕Sと 0′η力αッa sp。 “heterodon
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nankhumba"の体形の差異を,幾何的形態計測学的手法を用い

て分析した.標本の側面図に対するランドマークのXY軸上の

座標点を用いて,thin― plate spline法 により各種の体形が比較さ

れた。統計学的分析によると,両種間の形態の均一または不均

一要素ともに有意な差異があることが示された.発生した歪み

より,両種間の有意な差異の大部分は頭部に集中することがわ

かった.前者が後者よりも長い頭部を持ち,さ らに前者の回は

後者よりも切れ込みが深かった.体幹部については,前者は後

者よりも短く,腸管も短いことを示唆した。全体的な頭部およ

び腸管の長さの変異は,両種の摂食生態の差異を表し,食物資

源の分轄による両種の共存をより容易にしているものと推測さ

れる。

(Kassam:〒 783-8502高 知県南国市物部乙200 高知大学,愛

媛大学大学院連合農学研究科 ;佐藤 :〒 105鋤014東京都港区

芝3-1-14 WWFジ ヤパン ;山 岡 :〒 783-8502高 知県南国市

物部乙200 高知大学水族生態学研究室)

紅海から得られたテンジクダイ科クダリボウズギス属魚類の1新

種

C)fer Gon ・ lDaniel Golani

本論文  49(4):346-349

イスラエルのアカバ湾で夜間に採集された2標本に基づき,

テンジクダイ科クダリボウズギス属 ((フ
“
″″′″)魚類の1新種

を記載した。本種は背鰭軟条が9本であること,臀鰭軟条が 8

本であること,胸鰭軟条が1牛15であること,鯉把が2+H本で

あること,前鰍蓋骨に平らで2叉する棘を有すること,体に鱗
と孔器列 (小乳頭状突起網)を もたないこと,お よび腹鰭と胃

が黒いことなどの特徴を有する.本種は,中部太平洋のライン

諸島からのみ知られているの用″″ο″κ να
“
ル乃JJ′J(Fowlet 1938)

と類似する.

(Gon:Jo L.Bo Smith lnstitute of lchthvology9 Private Bag 1015,Gra―

hamstown 6140, South Africa; Golani: Departllllent of Evolution,

Systelrlatics and Ecology9 Hcbrew Universittt Jerusalelr1 91904,Is―

racl)

コイ科魚類働
“
didiα bαttα″sの卵ヮ仔稚魚の形態形成

佐土哲也・木村清志

本論文  49(4):350-354

台湾固有種のコイ科魚類働κグJグJα bαttα′
“
sの卵と仔稚魚の形

態形成を飼育個体を用いて詳細に記載した.卵は直径 1.卜 2.1

mm(平均 1.9mm)の 球形の沈性卵で,孵化には水温21.8-
24.5°Cで 56-69時 間を要した。孵化直後の仔魚は体長4.9-5。3

mm(平均5.2mm)で ,体長7.6mmで卵黄が完全に吸収された.

脊索末端は体長6.8mmで屈曲を開始し,体長7.6mmで完了し

た.鰭条は体長12 mmで すべて定数に達し,体長17 mmで 口角

に1対のひげが出現した.仔稚魚の筋節数は23-26+13-17=

38-40であつた.本種の卵はハス属とオイカワ属のものと酷似し

ていた。本種の後屈曲期仔魚と稚魚はハスの sα′jJε力′″sα″―

θわs″お
"“
εtts″お,a“。bJル″sお よび本種 と同所的な乃εεο

ραε″θ響力αルSやオイカワZ′肋″zSと脂鰭状膜鰭の消失過程 ,

ひげの有無および頭部側面と体倶1面の黒色素胞配列で区別がで

きた.同所的な2種とは喉部の黒色素胞配列も異なっていた.

成魚期に体側に黒縦帯をもつ点で本種に類似するカワムツ種群

(カ ワムッAttZαθθο sp。 とカワムッB ttz′θ
““
′″θたJJ)と は,後

屈曲期仔魚期および稚魚期における脂鰭状膜鰭の消失過程・時

期,ひげの有無および体背側面と側中線上の黒色素胞配列が異

なっていた.しかし,頭部側面に黒縦線,体倶1面に黒縦帯を形

成する特徴では,他の種よりも類似していた.

(〒 51卜0703三重県志摩郡志摩町和具私書箱 H号 三重大学
水産実験所)

北日本の大平洋岸から得られたゲンゲ科ヘビゲンゲ属魚類の 1

新種

Mo Eric Anderson・ 今村 央
本論文 49(4):355-357

青森県から福島県に至る北日本の大平洋岸 (水深543-709m)

から採集された5イ固体のグング科魚類に基づき,ン
“
κC力θ林 か

力ο肋
`κ

sお キタガワヘビゲング (新称)を記載した.本種は腹鰭

を持たないことで,西部太平洋に分布する本属魚類の中で,ンー

6θ

“
εttθ JysルあκッJ Anderson and Baranov9 2000と 最も類似するが,

脊椎骨数が27-29+88-90=H6-119で ある,側線が2本である,

前部の口蓋骨歯は不規則に2列に並ぶ,眼下感覚孔 (subOrbital
pore)数が5+2である,眼後感覚孔 (postOrbital pore)数 が5であ

る,全ての頭部感覚孔は小さく丸いなどの特徴を持つことによ

り識別可能である。本種の標準和名は東北区水産研究所八戸支

所の北川大三博士にちなんで名付けられた.

(Anderson:SAABI,JLB Smith Building,P五vate Bag 1015,Gra…

hamstown 6140,South Afric鶴 今村 :〒 041-86H Jヒ海道大学水

産学部内 総合博物館)

東大平洋域におけるツバメコノシロ科ツパメコノシロ属魚類の

分類学的再検討

本村浩之・木村清志・岩槻幸雄

本論文 49(4):358-366

東大平洋域におけるツバメコノシロ科ツバメコノシロ属魚類

の分類学的再検討を行った.東大平洋域から報告されている

全4名義種 (乃レκθ
“"S″
ッ窃J“α
“
s Lay and Bcnne悦 ,あレκθ

“"S
Cα′ψ
“
Jθ

“
Sお Thominot,乃レκθ″

“
S“θルκ″ο

“
α Ginthetお よび

ルJεカガjθκ″θκタルrお Gill)を 調査した結果,カタあθヴ"S″7a―
J“ακsと んレあεクルS″

`κ“
レおの2種が有効種であり,乃レー

“
ι
“"S Cα
′ψrκ J`“ Sお は前者の,あヶ

“̀“
αS“ιJα″叩0“αは後者の

新参異名であることが明らかになった.これら有効種2種を再

記載し,同属他種との詳細な比較も行った.さ らに,乃物 εヶ―

ルs ψ Юχttα
“
sの タイプシリーズおよびわ枷力θヴ"S″

θκ
“
ル″お

のタイプ産地について考察した。

(本村 :〒 169-0073東 京都新宿区百人町3-23-1 国立科学博

物館動物研究部動物第2研究室 ;木村 :〒 517-0703三 重県志

摩郡志摩町和具私書箱 H号  三重大学水産実験所 ;岩槻 :

〒889-2192宮 崎市学園木花台西 1丁 目1番地 宮崎大学農学
部生物環境科学科水産科学講座)

活きた卵稚仔を標識する方法



′7θ /0わどhyobgわ∂′Rθsθ∂rcわ不□文要旨

奥田 昇 0伊藤 明・岩尾 ―
本論文 49(4):367-370

野外において仔魚生態や成魚の繁殖生態を解明するツールと

して活きた卵稚仔を標識する新しい手法を考案した。飼育下の

トウヨシノボリの雌に着色料 (ブ リリアント・ブルーFCF,ロ ー

ズ・ベンガル,β_カ ロチン)を腹腔内投与した。ローズ・ベンガ

ルは母魚に対して致死的な影響を与えたが,他 2種の着色料は

母魚の死亡率にあまり影響を及ぼさなかった.こ れら2つの処

理区では,母魚の産卵能力や卵の死亡率の低下は見られず,卵

は正常に発生して仔魚になった。ブリリアント・ブルーFCFで

処理された卵および仔魚は青色に染まったが,β―カロチンに明

瞭な染色効果は認められなかった。投与のタイミングは染色効

果を高めるため,そ して,流産の危険性を低減するために重要

であった。結論として,ブリリアント0ブルーFCFがマーカー

として最も有効であった。最後に, この手法の野外での応用例

と実用上で留意すべき点を述べた.

(〒 790-8577松 山市文京町3 愛媛大学沿岸環境科学研究セン

ター)

トウヨシノボリの雌の産卵戦略 :雌はどのように卵を産みつけ

るか?

奥田 昇・伊藤 明・岩尾 一
本論文 49(4):371-379

活きた卵を標識する方法を用いて, トウヨシノボリの雌が巣

内でどのように産卵するかを飼育実験下で明らかにした。実験

条件として,雄の栄養状態,産卵スペース,配偶パターン (一

夫一妻または一夫二妻)を コントロールした。雌が産卵するか

否かは雄の質や巣の質とは無関係であった。しかし,2個体の

雌が連続的に産卵する状況では,2番目に産卵するより最初に

産卵する雌の方が高率で産卵を拒否した◆これは最初に産卵し

た雌の卵が保護雄や後から産卵する雌によって食べられやすか

ったためと考えられた。産卵スペースが限られ,最初の雌の卵

で巣が埋め尽くされる状況でさえ,2番目の雌はその卵塊の微

小な間隙を利用して全ての卵を産み付けることが可能であった。

雄の保護により,そのような雌でも巣内の過密によつて卵死亡

率が増加するというコストは低いと考えられる.し たがつて,

雌にとつては2番 目に産卵することが有利であつた.最後に,

飼育実験結果から野外でのトウヨシノボリの繁殖生態を推測し

たところ,野外でみられる同一発生段階で単層に産み付けられ

た卵塊はたいてい複数の雌の卵に由来するものであり,本種の

配偶パターンは以前考えられていたよりも一夫多妻的であるこ

とが示唆された。

(〒 79卜8577松山市文京町3 愛媛大学沿岸環境科学研究セン

ター)

耳石Sr/ca比による降海型ブラウントラウトの判別

新井崇臣 0小竹朱・青山智哉・隼野寛史・宮崎信之

匁三幸風  49(4):380-383

ブラウントラウト助′
“
ο′r夕′′αの耳石のSノCa比から本種の回

遊型の判別を試みた.海洋生活を経ない (淡水型)個体では耳

石の中心から縁辺にいたるまでsr/ca比 は一貫して低かった。

2000年 9月 に北海道の千歳川で採集された個体は,耳石中心か

ら1500 μmの部分までは低く,その後 SノCa比の急激な増加がみ

られ,その後耳石の縁辺部分まで高値が続いた。以上のことか

らブラウントラウトの耳石のSノCa比の低い部分と高い部分は,

生虐、環境水中のSr/Ca比 を反映し,それぞれ河川生活期間と降

海後の海洋生活期間に対応しているものと考えられた.こ れよ

り,本種の回遊型を耳石のSノCa比によつて判別できると考え

られる。

(新井 。宮崎 :〒 028-1102岩 手県上閉伊郡大槌町赤浜 2-

106-1 東京大学海洋研究所大槌臨海研究センター ;小竹 :

〒164-8639東京都中野区南台 1-15-1 東京大学海洋研究所

行動生態計測分野 ;青山・隼野 :〒 061-1433ゴヒ海道恵庭市北

柏木町3-373 北海道立水産孵化場)

Psι

“
あbttr“ s城″

“
s Mal,1978の 再記載と中国からの初記録

渡辺勝敏・ Zhang,Chun… Guang・ Zhao,Ya¨ Hui

史豆幸風  49(4):384-388

ベトナム北部から記載されたPsθ夕あわagr夕 s城″夕Sを 中国から

初めて記録し,再記載を行った。本種はベトナム北部のホン河

水系およびベトナム国境近くの中国広西壮族自治区最南部のト

ンキン湾に流入する小河川に分布し,以下のような特徴により,

同属の種から区別できる。小型であること (標準体長90 mm以

下),I,7本の胸鰭鰭条,1← 19本の臀鰭軟条,3740個の脊椎

骨,胸鰭棘と背鰭棘の前縁に鋸歯がないこと,背鰭棘の後縁に

内向きの鋸歯列があること,浅 く二叉した尾鰭,厚い皮膚にお

おわれた頭頂部に閉顎筋が達すること,上顎者が胸鰭基点に達

しないこと,そ して特に標準体長50 mm以 下の小型個体で明瞭

な黒斑が見られること。あわせてミトコンドリアDNAの部分塩

基配列を記載し,採集地点間の比較を行った。

(渡辺 :〒 630-8506奈 良市北魚屋西町 奈良女子大学理学
者Б; Zhang o Zhao:Institute of Zoology9 Chinese Academy of Sci―

ences, Zhongguancun Road 19, Haidian, BeJing 100080, P R.

China)

南日本から得られたべロガレイ (べロガレイ科)の仔魚

佐々本邦夫・上田俊―

短報  49(4):389-391

ベロガレイ科ベロガレイP′電j″s`′′αg′οssα の浮遊期仔魚 1標

本 (上屈完了,8.4mm BL)が 土佐湾から得られた。本標本では

背鰭・臀鰭担鰭骨帯は半透明で幅広く,腸管は下方に強く伸長

し,腰骨はS字状を呈しかつしなやかで,皮膜が喉部下部に発

達する.こ れらの特徴は同科の既知2属 ハタタテガレイ属

肋
“
α″なとツキノワガレイ属助″αrぉεッsの仔魚にもみられる.カ

ワラガレイ科Poecilopscttidacの 仔魚も同様な特徴を示すので,

仔魚形質からはこれら2科の近縁性が強く示唆される.

(〒 780-8520高知市曙町2-5-1高 知大学理学部海洋生物学研

究室)

実験水槽におけるオオクチバスによるウグイの捕食

片野 修・山本祥一郎 。中村智幸
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匁豆幸風  49(4):392-396

オオクチバスが捕食可能な餌魚の体長範囲を調べるために,

水槽内に1尾ずつ収容されたオオクチバス (lo。 2-30。 4cm SL)に ,

さまざまな大きさの生きたウグイ(3.5-21.2cm SL)が 与えられ

た.オオクチバスに捕食されたウグイの最大標準体長は,バス

のそれの46-69%であつた.オ オクチバスの口径は同体長で比べ

た場合,コ クチバスより大きかったが,捕食可能なウグイの体
長に違いは認められなかった.オオクチバスはしばしば捕食不

可能なサイズのウグイをも攻撃して殺傷したが,その割合はコ

クチバスと比べて低かった.

(〒 38←0031上 田市小牧 1088 水産総合研究センター中央水

産研究所)

飼育環境下における湖沼型サクラマスの個体の成長と相分化

玉手 剛・ 前りIl光司
短報 49(4):397400

飼育環境下において,道北 0朱鞠内湖に生息する湖沼型サク

ラマスの個体の成長と相分化の関係を調べた。なお, この“朱

鞠内サクラマス"の起源は降海型サクラマスと考えられている。

飼育実験において,メ スでは生活 1年 目の夏以降,1+ス モルト

候補個体と1+未分化パー候補個体の平均尾叉長は常に異なっ

ており,前者が有意に大きかった.オスにおいては,生活 1年

目の春期に最も成長の良かった個体が0+成熟パーになった.生

活 1年 目の夏以降,1+スモルト候補個体が最も良好な成長を示
し,1+成熟パー候補個体および1+未分化パー候補個体より常
に大きい体サイズを持っていた。これらの結果から,朱鞠内サ

クラマスの相分化様式は降海型サクラマスのそれに類似してい

ると考えられた。また,こ れは朱鞠内サクラマスが祖先 (降海

型サクラマス)の相分化様式を未だ保持していることを示唆し

ている。

(〒 060-0809札 幌市北区北9条西9丁 目 北海道大学北方生物
圏フイールド科学センター)

タイ南部 トラン地方の砕波帯に出現する動ryssα sgrlirasrr,sと チ

ョウセンタレクチzヵα
“
JJ"“″の仔稚魚

加納光樹・河野 博・ Prasert Tongnunui O黒 倉 寿
短報 49(4):401-405

タイ南部 トラン地方の砕波帯においてカタクチイワシ科の

動叩 α sαJ″s″お(体長 14.1～ 25。 71rm)と チョウセンタレクチr

力α
“
J′′ο
“
JJ(15.2～ 22.2mm)の 仔稚魚が採集されたc両種の仔稚

魚は第 1鰊弓下枝の鯉把数が 10～ 14本であることによって同属

の他種から識別された.互いの識別点は以下の通りである三7
s`′ JЮs″おでは腹鰭基部後方の腹中線上に点列状の黒色素胞があ

る (r ttα
“
JJra″ JJで はない),主上顎骨が後方へ著しく伸長する

(伸長しない),第 1鯉弓下枝の鯉紀数が 10～ 12本 (11～ 14本 ),

眼径が体長の 3.2～ 4。 1%(4。 1～4.8%),頭 長が体長の 19～23%

(21～ 25%).両種の仔稚魚は,河口外側の砕波帯で大量に採集
されるものの,河川本流やその支流では採集されなかった.
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